
事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和元年8月

平成30年度

- 1 -

都市計画施策推進事業 40580100

府中市都市計画審議会の運営

1 計画的なまちづくりの推進

58 計画的な土地利用の推進

その他の事務事業 昭和32年度 〜

都市整備部 計画課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

都市計画法、府中市都市計画審議会条例

市街地整備計画作成事業

都市計画法によりその権限に属された事項及び市長の諮問に応じ都市計画に関する事項

都市計画法によりその権限に属された事項及び市長の諮問に応じ都市計画に関する事項について、調査審議する。また、都市計画
に関する事項について、関係行政機関に建議することができる。

都市計画行政の円滑な運営を図るため、都市計画法の規定に基づき設置されている。

都市計画行政の円滑な運営を図る。

H29年度実績（Do） H29年度評価（Check） B　現状のまま継続

府中都市計画生産緑地地区の変更（２回）
府中市立地適正化計画の方向性（案）

計画どおり事業を実施した。

□ □ □ H29年度評価に基づく見直し（Action）

H30年度の方向性（Plan）H30年度の具体的な取組（Plan）

継続して事業に取り組む。府中都市計画生産緑地地区の変更（２回）
府中市立地適正化計画の策定

H30年度実績（Do） H30年度評価（Check） B　現状のまま継続

府中都市計画生産緑地地区の変更（２回）
府中市立地適正化計画の策定

計画どおり事業を実施した。

□ □ □ H30年度評価に基づく見直し（Action）

H31年度の方向性（Plan）H31年度の具体的な取組（Plan）

継続して事業に取り組む。府中都市計画生産緑地地区の変更（２回）

令和 2年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

今後も本事業は法定上の手続として必要であることから、現
状のまま継続し、大幅な見直しは必要ない。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

間 接 経 費

嘱 託 員 人 件 費

嘱 託 員 数

職 員 人 件 費

職 員 数

執 行 率

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

決 算 額

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

当 初 予 算 額

予 算 現 額

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

補正値

計
画
値

当初値

実　績

補正値

計
画
値

当初値

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

都市計画施策推進事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

①
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

数値の比較や推移で評価すること
がなじまないため、特に指標の設
定は行わない。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

府中市都市計画審議会は、府中都市計画区域内の都市計画に係る審議など、都市計画行政の円滑な運営を図るため、昭和３２年に設置され、都市の
健全な発展と秩序ある整備に寄与してきた。

課題は特になく、現状のままで問題ない。
府中市都市計画に関する基本的な方針（府中市都市計画マスタープラン）の見直しに関する事項について調査審議するため、府中市都市計画審議会
に平成２９年４月１日付けで部会を設置した。

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 3

都市計画法の中で、市町村に、市町村都市計画審議会を置くことができる
とされている。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 3

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

1,320,000 1,260,000 1,286,000 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

1,320,000 1,260,000 1,286,000 0 0 0

1,320,000 1,290,000 0 0 0 0

1,094,934 1,177,482 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

1,094,934 1,177,482 0 0 0 0

82.9% 91.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1.23 0.98

9,454,306 7,683,470

0 0

0 0

121,731 132,912

10,670,971 8,993,864 0 0 0 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

都市計画施策推進事業

- 3 -

H30年度 H31年度H30年度 H31年度

1 01 40 15 05 1058001 都市計画審議会運営費 1,230,000 1,117,482 1,226,000

2 01 40 15 05 1072005 負担金　日本都市計画学会 30,000 30,000 30,000

3 01 40 15 05 1076200 負担金　コンパクトなまちづくり推進協議会 0 30,000 30,000

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 1,260,000 1,177,482 1,286,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和元年8月

平成30年度

- 1 -

市街地整備計画作成事業 40580200

都市計画に関する各種計画を検討し立案する。

1 計画的なまちづくりの推進

58 計画的な土地利用の推進

主要な事務事業  〜

都市整備部 計画課

法定事業・任意事業混在

市に事業の一部を見直す裁量あり

都市計画法、府中市地域まちづくり条例

地域まちづくり事業

市全域

市街地整備について、技術的、専門的手法を交えた検証及び計画管理を行う。

府中市都市計画に関する基本的な方針等まちづくりの仕組みを構築し、住みよいまちづくりを実現するため

計画的な土地利用を推進し、地域特性を生かした住みよいまちをつくる。

H29年度実績（Do） H29年度評価（Check） A　重点化・拡大して継続

・分倍河原駅駅改良及び駅周辺整備に向けた計画の検討・調査
・都市再生特別措置法に基づく立地適正化計画の方向性（案）の作成
・都市計画マスタープランの全体構想案の見直し検討
・木造住宅密集地域及び連担する地域における地区計画等策定に向けたア
ンケート調査の実施及びまちづくり勉強会の開催

計画的な土地利用を推進し、地域特性を生かした住み良いまちをつくるた
め、都市計画マスタープランの全体構想の見直しを検討するとともに、持
続可能なまちづくりを実現するため、立地適正化計画の方向性（案）を作
成した。また、住み良いまちを実現するため、分倍河原駅改良及び駅周辺
整備に向けた計画の深度化を図るとともに、北山町・西原町地区における
地区計画等の策定に向けて地区の課題を意見交換した。

□ □ □ H29年度評価に基づく見直し（Action）

H30年度の方向性（Plan）H30年度の具体的な取組（Plan）

計画的な土地利用を推進し、地域特性を生かした住み良いまちをつくるた
め、都市計画マスタープランの改定に向けた検討を引き続き行うとともに
、持続可能なまちづくりを実現するため、立地適正化計画を策定する。ま
た、住み良いまちを実現するため、北山町・西原町地区のまちづくり協議
会の運営を支援する。

・都市再生特別措置法に基づく立地適正化計画の策定
・都市計画マスタープランの全体構想及び地域別構想の見直し検討
・木造住宅密集地域及び連担する地域におけるまちづくり協議会への運営
支援

H30年度実績（Do） H30年度評価（Check） A　重点化・拡大して継続

・都市再生特別措置法に基づく立地適正化計画の策定
・都市計画マスタープランの全体構想及び地域別構想の見直し検討
・木造住宅密集地域及び連担する地域におけるまちづくり協議会への運営
支援

計画的な土地利用を推進し、地域特性を生かした住み良いまちをつくるた
め、都市計画マスタープランの改定に向けた検討を引き続き行うとともに
、持続可能なまちづくりを実現するため、立地適正化計画を策定した。ま
た、住み良いまちを実現するため、北山町・西原町地区まちづくり協議会
の運営を支援した。

□ □ □ H30年度評価に基づく見直し（Action）

H31年度の方向性（Plan）H31年度の具体的な取組（Plan）

計画的な土地利用を推進し、地域特性を生かした住み良いまちをつくるた
め、都市計画マスタープランの改定に向けた検討を引き続き行い、改定骨
子を作成する。また、住み良いまちを実現するため、北山町・西原町地区
のまちづくり協議会の運営を支援する。

・都市計画マスタープランの全体構想及び地域別構想の見直し検討・改定
骨子作成
・木造住宅密集地域及び連担する地域におけるまちづくり協議会への運営
支援

令和 2年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

A

都市計画マスタープランの改定に当たっては、市民の意見を
徴収するため、ポスターセッションや意見交換会など様々な
イベントを行う必要がある。また、木造住宅密集地域及び連
担する地域におけるまちづくりについては、他地区において
も検討を進める必要がある。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

間 接 経 費

嘱 託 員 人 件 費

嘱 託 員 数

職 員 人 件 費

職 員 数

執 行 率

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

決 算 額

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

当 初 予 算 額

予 算 現 額

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

補正値

計
画
値

当初値

実　績

補正値

計
画
値

当初値

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

市街地整備計画作成事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 地区計画の決定地域の合計
面積

61.5

ha

112 113 114 115 115

- - - - 令和 3年度

109.3 - - - -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

近年は決定実績がないが、現在地
区計画の策定検討を進めている地
区があるため、目標達成に向けて
進展させていく。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

・都市計画ＧＩＳシステム整備の推進
・府中市都市計画に関する基本的な方針の実績評価及びアドバイザー会議による本方針の改定に向けた意見・提案の取りまとめ
・地域地区の随時見直し
・都市計画基礎調査の実施等
・立地適正化計画の策定

都市計画マスタープランについて、社会潮流や近年のまちづくりの動向等を踏まえた全体改定を行う必要がある。

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 3

都市計画法に基づく事務及びそれに付帯する事務であるため、行政が実施
すべきである。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 3

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

43,020,000 47,134,000 25,150,000 0 0 0

10,222,000 9,229,000 0 0 0 0

5,183,000 12,119,000 5,049,000 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 13,000,000 0 0 0

27,615,000 25,786,000 7,101,000 0 0 0

42,020,000 47,134,000 0 0 0 0

41,721,112 46,365,695 0 0 0 0

4,600,000 8,305,000 0 0 0 0

12,410,000 12,339,000 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

24,711,112 25,721,695 0 0 0 0

99.3% 98.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

3.69 3.54

28,362,919 27,852,578

0 0

0 0

365,201 481,814

70,449,232 74,700,087 0 0 0 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

市街地整備計画作成事業

- 3 -

H30年度 H31年度H30年度 H31年度

1 01 40 15 05 1062000 市街地整備計画調査費 28,676,000 28,005,695 25,150,000

2 01 40 15 05 1062580 立地適正化計画策定費 18,458,000 18,360,000

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 47,134,000 46,365,695 25,150,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和元年8月

平成30年度

- 1 -

地域まちづくり事業 40580300

計画的なまちづくりを誘導するとともに市民主体のまちづくり活動を支援する。

1 計画的なまちづくりの推進

58 計画的な土地利用の推進

主要な事務事業 平成16年度 〜

都市整備部 計画課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中市地域まちづくり条例

市街地整備計画作成事業

市民、事業者

地域の特性や課題の緊急性を踏まえ、将来、地区計画や景観協定等を活用したまちの詳細ルールづくりを進める必要がある地区を
まちづくり誘導地区に指定し、誘導計画を策定することで計画的なまちづくりを誘導する。また、市民の主体的な活動を支援する
ためまちづくりの専門家を派遣する。

地域の特性を踏まえた住みよいまちづくりの実現に向け、地域の課題や緊急性を踏まえた取組ができるよう、府中市地域まちづく
り条例に位置付け、施策の展開を図っている。

市、市民、事業者の協働により、「府中市都市計画に関する基本的な方針」に即し、かつ、地域特性を踏まえた住みよいまちづく
りを推進する。

H29年度実績（Do） H29年度評価（Check） B　現状のまま継続

・市民が主体となり設立したまちづくり協議会等への支援 ・市民が主体的となったまちづくり活動が円滑に展開された。

□ □ □ H29年度評価に基づく見直し（Action）

H30年度の方向性（Plan）H30年度の具体的な取組（Plan）

・市民が主体的にまちづくりを展開できるよう、まちづくり活動への支援
を継続して行う。

・まちづくり専門家の派遣及びまちづくり活動への支援

H30年度実績（Do） H30年度評価（Check） B　現状のまま継続

・市民が主体となって設立したまちづくり協議会等への支援 ・市民が主体的となったまちづくり活動が円滑に展開された。

□ □ □ H30年度評価に基づく見直し（Action）

H31年度の方向性（Plan）H31年度の具体的な取組（Plan）

・市民が主体的にまちづくりを展開できるよう、まちづくり活動への支援
を継続して行う。

・まちづくり専門家の派遣及びまちづくり活動への支援

令和 2年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

地域の実情を踏まえて、まちづくり活動を行う団体への支援
を継続していく必要がある。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

間 接 経 費

嘱 託 員 人 件 費

嘱 託 員 数

職 員 人 件 費

職 員 数

執 行 率

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

決 算 額

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

当 初 予 算 額

予 算 現 額

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

補正値

計
画
値

当初値

実　績

補正値

計
画
値

当初値

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

地域まちづくり事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① まちづくり専門家派遣団体
累積数

1

団体

2 2 2 3 3

- - - - 令和 3年度

2 - - - -

② まちづくり誘導地区指定累
積数

6

地区

6 7 7 8 8

- - - - 令和 3年度

6 - - - -

概ね当初の予定通りに進められて
いる。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

・まちづくり誘導地区の指定　６地区
・まちづくり専門家の派遣　２団体

まちづくりについて、より市民が主体的に行うため、支援事業等のＰＲを行っていく必要がある。

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 2

まちづくりについて、市が行うべき事業と市民が行うべきものがあり、市
は特に補助するシステムを構築すべきである。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 2

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

740,000 718,000 687,000 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

740,000 718,000 687,000 0 0 0

752,000 718,000 0 0 0 0

688,360 685,861 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

688,360 685,861 0 0 0 0

91.5% 95.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0.49 0.61

3,781,723 4,802,169

0 0

0 0

48,692 83,070

4,518,775 5,571,100 0 0 0 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

地域まちづくり事業

- 3 -

H30年度 H31年度H30年度 H31年度

1 01 40 15 05 1065000 地域まちづくり事業費 718,000 685,861 687,000

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 718,000 685,861 687,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和元年8月

平成30年度

- 1 -

まちづくり活動助成事業 40580400

地区計画原案の作成などを行う「まちづくり活動団体」に対し、助成を行う。

1 計画的なまちづくりの推進

58 計画的な土地利用の推進

主要な事務事業 平成21年度 〜

都市整備部 計画課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中市地域まちづくり条例

地域まちづくり事業

市民

市内において地区計画原案の作成などを行う「まちづくり活動団体」に対し、活動経費の４／５の助成を行う。

市民が地区計画原案等を作成するにあたり、その活動支援を行うため。

地域の特性を生かした住みよいまちの実現に向け、自らの総意工夫による市民の主体的なまちづくり活動のさらなる推進を図る。

H29年度実績（Do） H29年度評価（Check） B　現状のまま継続

まちづくり活動を行っている団体に、本事業のＰＲを行った。 本事業のＰＲ活動を継続して行っていたが、助成金の申請を行う団体がい
なかった。

□ □ □ □ H29年度評価に基づく見直し（Action）

H30年度の方向性（Plan）H30年度の具体的な取組（Plan）

まちづくりに寄与する活動に対しては、積極的に本事業の活用を周知して
いく。

まちづくり活動を行っている団体に、本事業のＰＲを行う。

H30年度実績（Do） H30年度評価（Check） B　現状のまま継続

まちづくり活動を行っている団体に、本事業のＰＲを行った。 本事業のＰＲ活動を継続して行っていたが、助成金の申請を行う団体がい
なかった。

□ □ □ H30年度評価に基づく見直し（Action）

H31年度の方向性（Plan）H31年度の具体的な取組（Plan）

まちづくりに寄与する活動に対しては、積極的に本事業の活用を周知して
いく。

まちづくり活動を行っている団体に、本事業のＰＲを行う。

令和 2年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

まちづくり活動団体が本事業を活用しやすい手法を検討する
必要があるが、まちづくり活動に寄与する本事業は継続すべ
きである。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

間 接 経 費

嘱 託 員 人 件 費

嘱 託 員 数

職 員 人 件 費

職 員 数

執 行 率

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

決 算 額

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

当 初 予 算 額

予 算 現 額

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

補正値

計
画
値

当初値

実　績

補正値

計
画
値

当初値

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

まちづくり活動助成事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

①
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

数値の比較や推移で評価すること
がなじまないため、特に指標の設
定は行わない。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

まちづくり活動団体への助成　２団体

本事業を周知しまちづくり活動を推進するため、ＰＲ活動を強化する必要がある。

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 2

まちづくり活動の支援は市が積極的に行う必要がある。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 2

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

20,000 19,000 18,000 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

20,000 19,000 18,000 0 0 0

20,000 19,000 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0.12 0.12

945,431 960,434

0 0

0 0

12,173 16,614

957,604 977,048 0 0 0 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

まちづくり活動助成事業

- 3 -

H30年度 H31年度H30年度 H31年度

1 01 40 15 05 1076500 補助金　まちづくり活動助成事業費 19,000 0 18,000

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 19,000 18,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和元年8月

平成30年度

- 1 -

建築紛争調停委員会運営事業 40590100

府中市建築紛争調停委員会の運営

1 計画的なまちづくりの推進

59 良好な開発事業の誘導

その他の事務事業  〜

都市整備部 計画課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中市中高層建築物の建築に係る紛争の予防と調整に関する条例

開発誘導事業　土地利用調整審査会運営事業

府中市中高層建築物の建築に係る紛争の予防と調整に関する条例第８条の規定により、紛争の調整の申出のある市民等

条例に基づく斡旋等の申出があった際に建築紛争調停委員会を開催し、近隣紛争の解決を図る。

中高層建築物の建築にあたって生じる近隣紛争を調整し円満に解決するため。

建築紛争の円満な解決を図り、良好な相隣関係の形成に寄与する。

H29年度実績（Do） H29年度評価（Check） B　現状のまま継続

会議開催　１回（都内及び府中市の建築紛争状況報告）

平成２９年度について紛争調停委員会に関する案件無し。

平成２９年度について紛争調停委員会に関する案件無し。

□ □ □ H29年度評価に基づく見直し（Action）

H30年度の方向性（Plan）H30年度の具体的な取組（Plan）

あっせん等の申出があった際は速やかに近隣住民関係の紛争の解決を図る
。

あっせん等の申出があった際は速やかに近隣住民関係の紛争の解決を図る
。

H30年度実績（Do） H30年度評価（Check） B　現状のまま継続

平成３０年度について紛争調停委員会に関する案件無し。 平成３０年度について紛争調停委員会に関する案件無し

□ □ □ H30年度評価に基づく見直し（Action）

H31年度の方向性（Plan）H31年度の具体的な取組（Plan）

あっせん等の申出があった際は速やかに近隣住民関係の紛争の解決を図る
。

あっせん等の申出があった際は速やかに近隣住民関係の紛争の解決を図る
。

令和 2年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

建築紛争は減少傾向にあるが、紛争が生じないように事前協
議の段階で行政として事業者へ適切な指導を行い、紛争が生
じた場合には速やかな解決に向け、調整を図る必要があるた
め、継続する必要がある。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

間 接 経 費

嘱 託 員 人 件 費

嘱 託 員 数

職 員 人 件 費

職 員 数

執 行 率

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

決 算 額

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

当 初 予 算 額

予 算 現 額

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

補正値

計
画
値

当初値

実　績

補正値

計
画
値

当初値

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

建築紛争調停委員会運営事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

①
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

数値の比較や推移で評価すること
がなじまないため、特に指標の設
定は行わない。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

府中市中高層建築物の建築に係る紛争の予防と調整に関する条例に基づく紛争調整の申出があった場合、本委員会を適宜開催し、建築紛争の円満な
解決を図り、良好な相隣関係の形成を図ってきた。

引き続き、府中市中高層建築物の建築に係る紛争の予防と調整に関する条例に基づく紛争調整の申出がないように、事前協議の段階で行政が事業者
に対し適切な指導を行う。あっせん、調停の申出があった際には、速やかに本委員会を適宜開催し、建築紛争の円満な解決を図り、良好な相隣関係
の形成を図る。

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 2

近隣紛争は当事者間で解決することが望ましいが、円満かつ迅速な解決に
は市が調整をする必要がある。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 2

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 2

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

129,000 128,000 128,000 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

129,000 128,000 128,000 0 0 0

129,000 128,000 0 0 0 0

67,615 12,292 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

67,615 12,292 0 0 0 0

52.4% 9.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0.12 0.12

945,431 960,434

0 0

0 0

12,173 16,614

1,025,219 989,340 0 0 0 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

建築紛争調停委員会運営事業

- 3 -

H30年度 H31年度H30年度 H31年度

1 01 40 05 10 0980500 建築紛争調停委員会運営費 128,000 12,292 128,000

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 128,000 12,292 128,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和元年8月

平成30年度

- 1 -

土地利用景観調整審査会運営事業 40590200

府中市土地利用調整審査会の運営

1 計画的なまちづくりの推進

59 良好な開発事業の誘導

その他の事務事業 平成15年度 〜

都市整備部 計画課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中市地域まちづくり条例

開発誘導事業　建築紛争調停委員会運営事業

府中市地域まちづくり条例第３３条第２項の規定に基づき、市長が諮問した案件

市長の諮問に対し、土地利用調整審査会を開催する。

都市計画マスタープランの実現のため地域の特性を生かした住みよいまちづくりの実現

市長の諮問事項に対し、市長の附属機関として専門的な見地から意見を聞くことにより、都市計画マスタープラン等に基づいた良
好なまちづくりの形成を推進する。

H29年度実績（Do） H29年度評価（Check） B　現状のまま継続

平成２９年度　
府中市土地利用景観調整審査会　５回開催
　

大規模開発事業を計画の段階で事前に縦覧することにより、幅広く市民に
周知することと、審査会では、住みよいまちづくりのため良好な土地利用
及び景観を審査した。

□ □ □ H29年度評価に基づく見直し（Action）

H30年度の方向性（Plan）H30年度の具体的な取組（Plan）

府中市土地利用景観調整審査会で、良好な土地利用及び景観を審査する。引き続き、大規模な土地利用構想及び景観構想について、良好な土地利用
及び景観を誘導するために審査をする。

H30年度実績（Do） H30年度評価（Check） B　現状のまま継続

平成３０年度　
府中市土地利用景観調整審査会　５回開催
　

大規模開発事業を計画の段階で事前に縦覧することにより、幅広く市民に
周知することと、審査会では、住みよいまちづくりのため良好な土地利用
及び景観を審査した。

□ □ □ H30年度評価に基づく見直し（Action）

H31年度の方向性（Plan）H31年度の具体的な取組（Plan）

府中市土地利用景観調整審査会で、良好な土地利用及び景観を審査する。引き続き、大規模な土地利用構想及び景観構想について、良好な土地利用
及び景観を誘導するために審査をする。

令和 2年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

引き続き、良好な土地利用及び景観を誘導していく。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

間 接 経 費

嘱 託 員 人 件 費

嘱 託 員 数

職 員 人 件 費

職 員 数

執 行 率

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

決 算 額

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

当 初 予 算 額

予 算 現 額

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

補正値

計
画
値

当初値

実　績

補正値

計
画
値

当初値

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

土地利用景観調整審査会運営事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

①
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

数値の比較や推移で評価すること
がなじまないため、特に指標の設
定は行わない。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

大規模土地利用構想及び景観構想において、良好な土地利用及び景観の誘導を審査している。

引き継き、大規模土地利用構想及び景観構想において、市民や審査会の意見を反映させ、良好な土地利用及び景観を誘導するために審査をする。

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 2

地域の特性を生かした住みよいまちづくりの形成に寄与するため、市が実
施すべきである

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 2

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 1

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 3

1,567,000 1,381,000 1,296,000 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

1,567,000 1,381,000 1,296,000 0 0 0

1,567,000 1,381,000 0 0 0 0

572,279 652,846 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

572,279 652,846 0 0 0 0

36.5% 47.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1.11 1.10

8,508,876 8,643,903

0 0

0 0

109,558 149,527

9,190,713 9,446,276 0 0 0 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

土地利用景観調整審査会運営事業

- 3 -

H30年度 H31年度H30年度 H31年度

1 01 40 15 05 1058005 土地利用景観調整審査会運営費 1,381,000 652,846 1,296,000

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 1,381,000 652,846 1,296,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和元年8月

平成30年度

- 1 -

土地取引事務 40590300

国土利用計画法に基づく土地売買等の届出に伴う経由事務

1 計画的なまちづくりの推進

59 良好な開発事業の誘導

その他の事務事業  〜

都市整備部 計画課

法定事業

市に事業を見直す裁量はない

国土利用計画法

国土利用計画法で規定する一定規模以上の土地取引

法で規定する届出に対し、本市で受け付けをする。

土地を利用する計画を行うものに対し、土地取引という早期の段階から計画に従った適正な土地利用を誘導することで快適な生活
環境や暮らしやすい地域づくりを推進するため、国土利用計画法に位置づけられた。

大規模な土地取引が行われた後には、大規模なマンションなどに土地利用が図られる場合が多いため、周辺地域に与える影響を軽
減するため、法で規定する届出に対し、当該地の土地利用につういて市の計画に即するよう誘導する。

H29年度実績（Do） H29年度評価（Check） B　現状のまま継続

届出件数　１０件 法定要件に係る届出について適正に処理を行った。

□ □ □ H29年度評価に基づく見直し（Action）

H30年度の方向性（Plan）H30年度の具体的な取組（Plan）

法定要件に係る届出について適正に処理を行い、東京都に送付する。国土利用計画法に規定する一定規模以上の土地取引の届出に対し、審査し
受理する。

H30年度実績（Do） H30年度評価（Check） B　現状のまま継続

届出件数　４件 法定要件に係る届出について適正に処理を行った。

□ □ □ H30年度評価に基づく見直し（Action）

H31年度の方向性（Plan）H31年度の具体的な取組（Plan）

法定要件に係る届出について適正に処理を行い、東京都に送付する。国土利用計画法に規定する一定規模以上の土地取引の届出に対し、審査し
受理する。

令和 2年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

国土利用計画法で規定する一定規模以上の土地取引に関する
経由事務であり、法定要件に係る届出について、適正に処理
を行う義務がある。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

間 接 経 費

嘱 託 員 人 件 費

嘱 託 員 数

職 員 人 件 費

職 員 数

執 行 率

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

決 算 額

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

当 初 予 算 額

予 算 現 額

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

補正値

計
画
値

当初値

実　績

補正値

計
画
値

当初値

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

土地取引事務

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

①
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

数値の比較や推移で評価すること
がなじまないため、特に指標の設
定は行わない。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

国土利用計画法に基づき、一定規模以上の土地取引に際し、届出を受け付け、東京都へ送付する。

引き続き届出に伴う迅速な事務処理に努める。

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 3

国土利用計画法に基づく土地売買等の届出に伴う経由事務

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 3

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

95,000 98,000 98,000 0 0 0

0 0 0 0 0 0

55,000 65,000 65,000 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

40,000 33,000 33,000 0 0 0

95,000 98,000 0 0 0 0

86,724 97,095 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

57,000 47,000 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

29,724 50,095 0 0 0 0

91.3% 99.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0.37 0.37

2,836,292 2,881,301

0 0

0 0

36,519 49,842

2,959,535 3,028,238 0 0 0 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

土地取引事務

- 3 -

H30年度 H31年度H30年度 H31年度

1 01 40 15 05 1061000 土地取引規制事務費 98,000 97,095 98,000

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 98,000 97,095 98,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和元年8月

平成30年度

- 1 -

開発誘導事業 40590400

土地利用方針に基づいた良好な開発事業へと誘導する。

1 計画的なまちづくりの推進

59 良好な開発事業の誘導

主要な事務事業 平成15年度 〜

都市整備部 計画課

任意事業

市に事業見直しの裁量あり

府中市地域まちづくり条例

土地利用調整審査会運営事業　建築紛争調停委員会運営事業

地域まちづくり条例第１５条に規定する大規模土地取引行為及び同条例２３条に規定する土地利用構想の届出があったものなど。

届出があった開発事業に対し、良好なまちづくりの形成の観点から検討及び調査を実施する。

府中市地域まちづくり条例に基づき、地域特性を踏まえた開発事業への誘導を行い良好なまちづくりを推進する。

大規模土地取引の動向を事前に把握し、土地利用方針に基づいた良好な開発事業へ誘導し、市・市民・事業者の協働により住みよ
いまちづくりを実現する。

H29年度実績（Do） H29年度評価（Check） B　現状のまま継続

大規模な土地に対する取引行為や開発事業に対し、土地利用方針に基づい
た良好な開発事業となるように協議・指導を行った。

大規模土地取引　２件
大規模開発事業　２件

土地利用方針に基づいた良好な開発事業への誘導を行った。

□ □ □ H29年度評価に基づく見直し（Action）

H30年度の方向性（Plan）H30年度の具体的な取組（Plan）

土地利用方針に基づいた良好な開発事業への誘導がなされ、土地利用や景
観の周辺環境への配慮なども行う。

大規模な土地に対する取引行為や開発事業に対し、土地利用方針に基づい
た良好な開発事業となるように協議・指導を行う。

H30年度実績（Do） H30年度評価（Check） B　現状のまま継続

大規模な土地に対する取引行為や開発事業に対し、土地利用方針に基づい
た良好な開発事業となるように協議・指導を行った。

大規模土地取引　２件
大規模開発事業　１件

土地利用方針に基づいた良好な開発事業への誘導を行った。

□ □ □ H30年度評価に基づく見直し（Action）

H31年度の方向性（Plan）H31年度の具体的な取組（Plan）

土地利用方針に基づいた良好な開発事業への誘導がなされ、土地利用や景
観の周辺環境への配慮なども行う。

大規模な土地に対する取引行為や開発事業に対し、土地利用方針に基づい
た良好な開発事業となるように協議・指導を行う。

令和 2年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

引き続き、開発事業者に対し、土地利用方針に基づいた計画
的な開発事業への誘導を行う。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

間 接 経 費

嘱 託 員 人 件 費

嘱 託 員 数

職 員 人 件 費

職 員 数

執 行 率

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

決 算 額

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

当 初 予 算 額

予 算 現 額

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

補正値

計
画
値

当初値

実　績

補正値

計
画
値

当初値

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

開発誘導事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 開発事業と併せて地区計画
等を決定した累計

14

件

27 28 29 30 30

- - - - 令和 3年度

29 - - - -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

目標値を概ね達成したが、今後も
開発事業と合わせた地区計画等の
導入地区を拡大していく。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

平成１５年度から平成３０年度まで、大規模土地取引　５４件
　　　　　　　　　　　　　　　　　大規模開発事業　４７件

引き続き、開発事業者に対し、土地利用方針に基づいた計画的な開発事業への誘導を行う。

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 2

土地利用方針に基づいた良好な開発事業へ市が積極的に誘導していく必要
がある。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 3

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

2,758,000 2,656,000 2,272,000 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

2,758,000 2,656,000 2,272,000 0 0 0

2,758,000 2,626,000 0 0 0 0

2,671,002 2,545,979 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

2,671,002 2,545,979 0 0 0 0

96.8% 97.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

2.46 2.69

18,908,613 21,129,542

0 0

0 0

243,463 365,510

21,823,078 24,041,031 0 0 0 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

開発誘導事業

- 3 -

H30年度 H31年度H30年度 H31年度

1 01 40 15 05 1065050 大規模開発誘導事業費 2,656,000 2,545,979 2,272,000
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30

合 計 2,656,000 2,545,979 2,272,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和元年8月

平成30年度

- 1 -

建築物耐震化促進事業 40600100

耐震化に向けた普及啓発活動や耐震化に係る費用助成により、建築物の耐震化を促進する。

1 計画的なまちづくりの推進

60 震災に対応した建築物の誘導

重点プロジェクト 平成17年度 〜

都市整備部 建築指導課

任意事業

市に事業の一部を見直す裁量あり

建築物の耐震改修の促進に関する法律

府中市耐震改修促進計画

昭和56年5月31日以前の旧耐震基準で建築された建築物

　府中市耐震改修促進計画に基づき、府中商工まつりなどのイベントでのＰＲ活動、耐震相談会の開催、耐震啓発パンフレットの
作成・配布、過去の耐震助成利用者へのフォローアップ等を行い、建築物の耐震化の必要性を広く市民の周知するほか、木造住宅
耐震アドバイザー派遣事業により旧耐震基準の木造住宅に建築士を無料で派遣し、簡易耐震診断・耐震化に係る相談・情報提供等
を行い所有者の耐震化への取り組みを強く促すなど、耐震普及啓発活動を実施する。旧耐震基準の木造住宅で耐震性が不足してい
るものに対しては、耐震診断・耐震改修・耐震シェルター等設置・耐震建替えに要する費用の一部を助成するとともに、建築物の
倒壊による道路閉塞を防ぐために特に重要な緊急輸送道路の沿道建築物の耐震診断・補強設計・耐震改修等に係る費用の一部を助
成することで、所有者の耐震化に係る費用負担の軽減を図り、建築物の耐震化を促進する。

　大規模地震が想定される中、人的・経済的被害を軽減するため、旧耐震基準の建築物の耐震化が急務であり、耐震改修促進法や
国・都の方針のもと、建築物の耐震化を計画的に促進し、災害に強いまちづくりを進める必要がある。

　建築物の耐震化を促進することにより、建築物の倒壊から市民の生命・財産を守るとともに、避難、救急消火活動、緊急物資の
輸送及び復旧復興活動等に重要な役割を担う緊急輸送道路の機能を確保することで、災害に強いまちづくりを推進する。

H29年度実績（Do） H29年度評価（Check） A　重点化・拡大して継続

▽木造住宅密集地域内の旧耐震木造戸建て住宅への各戸訪問(2,069件）の
実施及びそれ以外の地域の旧耐震木造戸建て住宅へ資料（7,489件）を送
付▽木造住宅耐震アドバイザーの派遣(98件）▽自治会・町会を対象とし
た地域単位での普及啓発(3件）▽特定緊急輸送道路沿道建築物の所有者の
うち、耐震改修を実施していない全所有者に個別訪問を実施▽イベント（
商工まつり、福祉まつり及び総合防災訓練）での普及啓発及び耐震相談ブ
ースの出展▽耐震相談会の実施２回（計４日間）

耐震化率の目標値（住宅90％）に向け、住宅については順調に推移してき
ている。
　また、特定緊急輸送道路沿道建築物については、全ての耐震診断は実施
できたものの、補強設計及び耐震改修に向け、建物所有者への個別訪問な
ど、更なる普及啓発が必要である。

□ □ □ H29年度評価に基づく見直し（Action）

H30年度の方向性（Plan）H30年度の具体的な取組（Plan）

府中市耐震改修促進計画に定めた耐震化率の目標達成に向け、木造住宅の
耐震化について、引続き様々な普及啓発活動の実施、相談体制及び耐震診
断・耐震改修等の助成制度を充実させる。また特定緊急輸送道路沿道建築
物の耐震化については、耐震性を満たしていない建築物の所有者に対して
、個別訪問による懸案事項の把握を行い、補強設計、耐震改修の実施を働
きかけていく。

▽旧耐震木造戸建て住宅への各戸訪問(約3,000件）の実施▽木造住宅耐震
アドバイザーの派遣
▽自治会・町会を対象とした地域単位での普及啓発
▽特定緊急輸送道路沿道建築物の所有者のうち、耐震改修を実施していな
い全所有者に個別訪問を実施
▽イベント（福祉まつり及び総合防災訓練）での普及啓発及び耐震相談ブ
ースの出展▽耐震相談会の実施２回（計４日間）

H30年度実績（Do） H30年度評価（Check） B　現状のまま継続

▽旧耐震木造戸建て住宅への各戸訪問（2,945件）の実施
▽木造住宅耐震アドバイザーの派遣（30件）▽自治会・町会を対象とした
地域単位での普及啓発（3件）▽特定緊急輸送道路沿道建築物の所有者の
うち、耐震改修を実施していない全所有者に個別訪問を実施▽イベント（
福祉まつり及び総合防災訓練）での普及啓発及び耐震相談ブースの出展▽
耐震相談会の実施２回（計４日間）

　耐震化率の目標値（住宅90％）に向け、住宅については、順調に推移し
てきている。
　また、特定緊急輸送道路沿道建築物については、全ての耐震診断は実施
できたものの、補強設計及び耐震改修に向け、建物所有者への個別訪問な
ど、更なる普及啓発が必要である。

□ □ □ H30年度評価に基づく見直し（Action）

H31年度の方向性（Plan）H31年度の具体的な取組（Plan）

　府中市耐震改修促進計画に定めた耐震化率の目標達成に向け、木造住宅
の耐震化について、引き続き様々な普及啓発活動の実施、相談体制及び耐
震診断・耐震改修等の助成制度を充実させる。
　また、特定緊急輸送道路沿道建築物の耐震化については、耐震性を満た
していない建築物の所有者に対して、戸別訪問による懸案事項の把握を行
い、補強設計、耐震改修の実施を働きかけていく。

▽旧耐震木造戸建て住宅への各戸訪問(約3,000件）の実施▽木造住宅耐震
アドバイザーの派遣▽自治会・町会を対象とした地域単位での普及啓発▽
特定緊急輸送道路沿道建築物の所有者のうち、耐震改修を実施していない
全所有者に個別訪問を実施▽イベント（福祉まつり及び総合防災訓練）で
の普及啓発及び耐震相談ブースの出展▽耐震相談会の実施２回（計４日間
）

令和 2年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

　想定される大規模地震に備え、市内の全ての建築物の耐震
化を促進する。市民の生命及び財産を守るため、建築物所有
者への普及啓発及び耐震改修等の助成を継続し、府中市耐震
改修促進計画に定めた耐震化の目標値を達成できるよう、施
策の検討・展開を積極的に取り組むことが求められている。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

間 接 経 費

嘱 託 員 人 件 費

嘱 託 員 数

職 員 人 件 費

職 員 数

執 行 率

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

決 算 額

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

当 初 予 算 額

予 算 現 額

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

補正値

計
画
値

当初値

実　績

補正値

計
画
値

当初値

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

建築物耐震化促進事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 住宅耐震化率
85.9

％

92.6 - - - 94.5

- - - - 令和 3年度

- - - - -

② 特定緊急輸送道路沿道建築
物耐震改修等実施数累計

3

棟

5 - - - 24

16 - - - 令和 3年度

16 - - - -

住宅の耐震化は令和２年度末での
耐震化率９５％の目標値を達成す
るためには、府中市耐震改修促進
計画に基づき建物所有者に対し、
耐震化を強く働き掛けていく行く
ことが必要。また、特定緊急輸送
道路沿道建築物については、改修
計画値3件に対して5件の改修が進
んでいる。なお、住宅の耐震化率
については、平成２０年と２５年
９月末時点の住宅・土地統計調査
をベースでの推計値である。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

　震災から市民の生命や財産を守り、災害に強いまちづくりを進めるために、耐震相談会の実施や福祉まつりなど市内イベント時における啓発ブー
スの設置、無料で建築士がアドバイザーとして訪問し、簡易的な耐震診断を行う耐震アドバイザー派遣事業、自治会・町会を対象として市職員が住
宅の耐震化の必要性について説明に伺う住宅耐震地域啓発隊による普及啓発活動などの他に、平成２９年度より旧耐震基準の木造の戸建て住宅全て
を対象に建築士による各戸訪問を実施し、耐震化の重要性や市の行っている耐震化支援制度を説明することにより耐震化に向けた取組の実施を強く
促している。
　また、震災時に消火・緊急救命活動の経路や救援物資の輸送路となる主要道路が、建築物の倒壊で閉塞されることを防ぐことを目的に、特定緊急
輸送道路の沿道建築物の耐震化を促進するため、耐震診断等の費用の助成を行った。

　国及び都が掲げる住宅の耐震化の目標値（９５％)の達成へ向け、耐震化を更に促進するため、耐震化に関する情報提供や耐震化の必要性などを
広く周知するとともに、市民が積極的に耐震化に取り組めるよう、耐震相談・助言の機会及び助成制度の拡充が必要である。特定緊急輸送道路沿道
建築物の耐震化については、耐震改修促進計画の目標値である平成37年度での耐震化率100％達成のため、耐震性を満たしていない建築物の所有者
に対して、個別訪問による懸案事項の把握を行い、補強設計、耐震改修の実施を働きかけていく必要がある。

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 3

府中市耐震改修促進計画に基づき、市が主体的に実施すべき事業である。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 2

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

123,938,000 143,019,000 72,662,000 0 0 0

54,019,000 61,102,000 31,883,000 0 0 0

29,545,000 46,836,000 20,211,000 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

40,374,000 35,081,000 20,568,000 0 0 0

106,410,000 105,667,000 0 0 0 0

93,438,803 103,938,288 0 0 0 0

40,334,000 47,657,000 0 0 0 0

18,872,000 32,719,000 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

34,232,803 23,562,288 0 0 0 0

87.8% 98.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

3.15 3.15

24,197,116 24,752,996

0 0

0 0

237,661 204,959

117,873,580 128,896,243 0 0 0 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

建築物耐震化促進事業

- 3 -

H30年度 H31年度H30年度 H31年度

1 01 40 05 10 0985000 耐震改修促進事業費 10,595,000 9,072,000 10,824,000

2 01 40 05 10 0985250 木造住宅耐震アドバイザー派遣事業費 1,100,000 942,288 1,135,000

3 01 40 05 10 0988600 補助金　特定緊急輸送道路沿道建築物補強設計費 4,034,000 4,033,000 5,436,000

4 01 40 05 10 0988700 補助金　特定緊急輸送道路沿道建築物耐震改修費 86,690,000 65,477,000 25,667,000

5 01 40 20 05 1144000 補助金　木造住宅耐震診断費 4,200,000 4,560,000 4,200,000

6 01 40 20 05 1145000 補助金　木造住宅耐震改修費 31,400,000 14,926,000 17,900,000

7 01 40 20 05 1147000 補助金　木造住宅耐震診断後除却費 5,000,000 4,928,000 7,500,000

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 143,019,000 103,938,288 72,662,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和元年8月

平成30年度

- 1 -

特定行政庁所管事業 40610100

災害に強いまちづくりを推進するため建築物の安全性・安心性を確保し、適正な建築行為の推進に努める。

1 計画的なまちづくりの推進

61 質の高い建築物の確保

主要な事務事業 平成 7年度 〜

都市整備部 建築指導課

法定事業

市に事業の一部を見直す裁量あり

建築基準法、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、その他の関係法令

都市計画マスタープラン

市内の建築物、工作物等

・建築審査会を開催し、建築基準法に基づく同意案件や審査請求等を付議する。
・違反建築の防止と完了検査受検率の向上を図るために、現場パトロールの実施やハガキ、チラシ等により建築主及び工事施工者
に対し周知する。
・特定建築物等の定期調査・検査報告の未報告者に対する督促や要是正事項の改善指導を行う。
・民間指定確認検査機関に対し、確認検査の適正な実施のために必要な措置を指示するとともに、当該機関との協議会等を通じて
、情報交換の強化や連携を図る。
・資源の有効な利用の確保及び廃棄物の適正な処理を進めるため、建設のリサイクルを推進していく。

災害に強いまちづくりを一層推進することが急務となっており、建築物の安全性・安心性を確保する必要がある。

質の高い建築物を確保するため、適正な建築行為を推進していく。

H29年度実績（Do） H29年度評価（Check） B　現状のまま継続

▽確認審査報告等における適正かつ円滑な事務手続のため、指定確認検査
機関と連絡協議会を開催し、意見交換を行った。
▽完了検査率の向上を図るため、完了検査予定日を過ぎても検査を受検し
ない場合建築主及
▽特殊建築物等の定期報告に係る未報告者及び要是正事項が改善されない
建築物の所有者等に対する指導を積極的に行った。

▽建築確認及び検査業務にあたっては、民間指定確認検査機関に対し、特
定行政庁として取組むべき指導監督に関する業務を推進した。
　また、既存建築物の適切な維持保全の確保にあたっては、特殊建築物等
の定期報告に係る未報告者及び要是正事項が改善されていない建築物の所
有者等に対しては、督促を継続し改善を促した。

□ □ □ H29年度評価に基づく見直し（Action）

H30年度の方向性（Plan）H30年度の具体的な取組（Plan）

▽建築確認及び検査業務にあたっては、民間指定確認検査機関に対し、特
定行政庁として取組むべき指導監督に関する業務を推進する。
　また、既存建築物の適切な維持保全の確保にあたっては、特殊建築物等
の定期報告に係る未報告者及び要是正事項が改善されていない建築物の所
有者等に対しては、督促を継続する。

▽確認審査業務等における適正かつ円滑な事務手続のため、指定確認検査
機関と連絡協議会を開催し、意見交換を行う。
▽完了検査率の向上を図るため、完了検査予定日を過ぎている建築物につ
いては、現場に出向くなどして建築主に受検を促すよう指導する。
▽特殊建築物等の定期報告に係る未報告者及び要是正事項が改善されない
建築物の所有者等に対する指導を積極的に行う。

H30年度実績（Do） H30年度評価（Check） B　現状のまま継続

▽確認審査報告等における適正かつ円滑な事務手続のため、指定確認検査
機関と連絡協議会を開催し、意見交換を行った。
▽完了検査率の向上を図るため、完了検査予定日を過ぎている建築物につ
いては、現場に出向くなどして建築主に受検をするよう指導した。
▽特殊建築物等の定期報告に係る未報告者及び要是正事項が改善されない
建築物の所有者等に対する指導を積極的に行った。

▽建築確認及び検査業務にあたっては、民間指定確認検査機関に対し、特
定行政庁として取組むべき指導監督に関する業務を推進した。
　また、既存建築物の適切な維持保全の確保にあたっては、特殊建築物等
の定期報告に係る未報告者及び要是正事項が改善されていない建築物の所
有者等に対しては、督促を継続し改善を促した。

□ □ □ H30年度評価に基づく見直し（Action）

H31年度の方向性（Plan）H31年度の具体的な取組（Plan）

▽建築確認及び検査業務にあたっては、民間指定確認検査機関に対し、特
定行政庁として取組むべき指導監督に関する業務を推進する。
　また、既存建築物の適切な維持保全の確保にあたっては、特殊建築物等
の定期報告に係る未報告者及び要是正事項が改善されていない建築物の所
有者等に対しては、督促を継続する。

▽確認審査業務等における適正かつ円滑な事務手続のため、指定確認検査
機関と連絡協議会を開催し、意見交換を行う。
▽完了検査率の向上を図るため、完了検査予定日を過ぎている建築物につ
いては、現場に出向くなどして建築主に受検を促すよう指導する。
▽特殊建築物等の定期報告に係る未報告者及び要是正事項が改善されない
建築物の所有者等に対する指導を積極的に行う。

令和 2年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

連絡協議会の開催、完了検査率向上のための指導及び定期報
告に係る是正指導等について、これらの取組については、継
続して行う必要があり、大幅な見直しは行わない。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

間 接 経 費

嘱 託 員 人 件 費

嘱 託 員 数

職 員 人 件 費

職 員 数

執 行 率

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

決 算 額

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

当 初 予 算 額

予 算 現 額

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

補正値

計
画
値

当初値

実　績

補正値

計
画
値

当初値

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

特定行政庁所管事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 検査済証交付率
98

％

- - - - 100

- - - - 平成29年度

- - - - -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

建築確認済の建築物で検査済証の
交付を受けた件数であるが、現在
工事中の建築物もあるため、経過
途中の数値となっている。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

災害に強いまちづくりを推進することが急務であり、建築物の安全性・安心性を確保し、適正な建築行為を促進するために、民間指定確認検査機関
や他の特定行政庁等との連携を強化し進めている。

より安全性の高い建築物を確保し、災害に強いまちづくりを推進するために、検査済証の交付率の向上や定期報告の報告率の向上を目指すため啓発
活動や指導を強化していく。

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 2

市が、特定行政庁であることから、主体的に実施するべき事業である。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 2

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 1

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

1,117,000 1,112,000 1,077,000 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

281,000 276,000 309,000 0 0 0

836,000 836,000 768,000 0 0 0

1,115,000 1,148,000 0 0 0 0

885,316 1,136,835 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

885,316 1,088,835 0 0 0 0

0 48,000 0 0 0 0

79.4% 99.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

4.75 5.75

36,487,714 45,184,041

0.5 1

1,560,200 3,125,886

396,105 439,201

39,329,335 49,885,963 0 0 0 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

特定行政庁所管事業

- 3 -

H30年度 H31年度H30年度 H31年度

1 01 40 05 10 0980000 建築審査会運営費 1,033,000 1,058,861 1,000,000

2 01 40 05 10 0982000 建設リサイクル事務費 30,000 29,974 28,000

3 01 40 05 10 0987000 負担金　全国建築審査会協議会 48,000 48,000 48,000

4 01 40 05 10 0991000 建築物除却事業費　除却工事費 1,000 0 1,000

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 1,112,000 1,136,835 1,077,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和元年8月

平成30年度

- 1 -

建築指導事務 40610200

建築物の長寿命化や省エネルギー化、低炭素化を促進し環境に配慮したまちづくりを推進する。

1 計画的なまちづくりの推進

61 質の高い建築物の確保

主要な事務事業 平成 7年度 〜

都市整備部 建築指導課

法定事業

市に事業の一部を見直す裁量あり

長期優良住宅の普及の促進に関する法律、都市の低炭素化の促進に関する法律、エネルギーの使用の合理化に関する法律他

府中市環境基本計画

市内の建築物、工作物等

　長寿命化及び、低炭素化、省エネルギー化に配慮した建築物を誘導するため、他の行政庁との連携を強化するとともに、まちづ
くりと連携した認定制度等の活用を推進し、民間の建築にあっては、長期優良住宅等の認定率の向上を図る。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

震災後のエネルギー需要の変化及び市民のエネルギー・地球温暖化に関する意識高揚を踏まえ、環境にやさしいまちづくりが求め
られている。

　長寿命化、低炭素化、省エネルギー化に配慮した建築物を誘導するため、市民との協働により、快適で質の高い建築計画及びま
ちづくりへの実現を目指す。

H29年度実績（Do） H29年度評価（Check） B　現状のまま継続

▽近隣行政庁及び指定確認検査機関との連絡会にて、連携、情報交換会等
を行い、更なる建築確認等の事務の正確性及び効率化を図った。
▽長寿命化や省エネルギー化、低炭素化に配慮した建築物を推進するため
その内容等について、市民等へ啓発を図った。

▽市民のエネルギー、地球温暖化に関する意識高揚等を踏まえ、建築物に
長寿命化や省エネルギー化、低炭素化を促進し環境に配慮したまちづくり
を推進した。

□ □ □ H29年度評価に基づく見直し（Action）

H30年度の方向性（Plan）H30年度の具体的な取組（Plan）

▽市民のエネルギー、地球温暖化に関する意識高揚等を踏まえ、建築物に
長寿命化や省エネルギー化、低炭素化を促進し環境に配慮したまちづくり
を推進していく。

▽近隣行政庁及び指定確認検査機関との連絡会にて、連携、情報交換会等
を行い、更なる建築確認等の事務の正確性及び効率化を図る。
▽長寿命化や省エネルギー化、低炭素化に配慮した建築物を推進するため
その内容等について、市民等へ啓発を図っていく。

H30年度実績（Do） H30年度評価（Check） B　現状のまま継続

▽近隣行政庁及び指定確認検査機関との連絡会にて、連携、情報交換会等
を行い、更なる建築確認等の事務の正確性及び効率化を図った。
▽長寿命化や省エネルギー化、低炭素化に配慮した建築物を推進するため
その内容等について、市民等へ啓発を図った。

▽市民のエネルギー、地球温暖化に関する意識高揚等を踏まえ、建築物に
長寿命化や省エネルギー化、低炭素化を促進し環境に配慮したまちづくり
を推進した。

□ □ □ H30年度評価に基づく見直し（Action）

H31年度の方向性（Plan）H31年度の具体的な取組（Plan）

▽市民のエネルギー、地球温暖化に関する意識高揚等を踏まえ、建築物に
長寿命化や省エネルギー化、低炭素化を促進し環境に配慮したまちづくり
を推進していく。

▽近隣行政庁及び指定確認検査機関との連絡会にて、連携、情報交換会等
を行い、更なる建築確認等の事務の正確性及び効率化を図る。
▽長寿命化や省エネルギー化、低炭素化に配慮した建築物を推進するため
その内容等について、市民等へ啓発を図っていく。

令和 2年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

B

1

建築確認の事務の正確性及び効率化並びに長寿命化や省エネ
ルギー化など環境に配慮したまちづくりの取組などについて
は、今後も継続して行う必要があり大幅な見直しは行わない
。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

間 接 経 費

嘱 託 員 人 件 費

嘱 託 員 数

職 員 人 件 費

職 員 数

執 行 率

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

決 算 額

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

当 初 予 算 額

予 算 現 額

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

補正値

計
画
値

当初値

実　績

補正値

計
画
値

当初値

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

建築指導事務

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

① 長期優良住宅認定率
21.6

％

- - - - 40

- - - - 平成29年度

- - - - -

②
-

-

- - - - -

- - - - -

- - - - -

平成２９年度の認定率は、平成２
８年度に比べ微減傾向にある。今
後もより一層長期優良住宅の認定
率の促進に努める必要がある。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

　震災後のエネルギー需要の変化及び市民のエネルギー・地球温暖化に関する意識高揚等を踏まえ、建築物の長寿命化や省エネルギー化、低炭素化
を促進し、環境に配慮したまちづくりを推進してきた。

　長寿命化や省エネルギー化、低炭素化に配慮した建築物を誘導するため、市民との協働による快適な質の高いまちづくりへの実現を目指していく
。

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 3

建築物の長寿命化等への誘導は、市が主体的に実施するべき事業である。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 3

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 3

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

6,068,000 6,803,000 6,764,000 0 0 0

0 0 0 0 0 0

103,000 92,000 98,000 0 0 0

0 0 0 0 0 0

4,158,000 5,632,000 5,678,000 0 0 0

1,807,000 1,079,000 988,000 0 0 0

6,070,000 7,025,000 0 0 0 0

5,788,352 6,728,420 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

105,615 106,255 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

5,682,737 4,890,773 0 0 0 0

0 1,731,392 0 0 0 0

95.4% 95.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

4.75 4.75

36,487,714 37,325,947

0.5 2

1,560,200 6,251,772

396,102 439,198

44,232,368 50,745,337 0 0 0 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

建築指導事務

- 3 -

H30年度 H31年度H30年度 H31年度

1 01 40 05 10 0981000 建築指導事務費 6,703,000 6,628,420 6,664,000

2 01 40 05 10 0988000 負担金　日本建築行政会議 100,000 100,000 100,000

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 6,803,000 6,728,420 6,764,000



事業開始年度

評価内容

２　事業計画・評価

評価内容

事 業 内 容

実 施 の 背 景

事 業 目 標

根 拠 法 令 等

市 関 連 事 業

対 象

事業種別 見直しの裁量

総 合
計 画

基本施策 主管部課名

施 策 事業類型

１　事務事業の概要

事 務 事 業 名
事 務 事 業
コ ー ド

概 要

事務事業評価シート
記 載 年 月

対 象 年 度

　新規・レベルアップ

　新規・レベルアップ 　継続 　見直し 　廃止

　見直し　継続 　廃止

令和元年8月

平成30年度

- 1 -

景観施策推進事業 40620100

府中市景観計画に基づき良好な景観形成を推進する

1 計画的なまちづくりの推進

62 魅力ある景観の形成

主要な事務事業 平成10年度 〜

都市整備部 計画課

法定事業・任意事業混在

市に事業見直しの裁量あり

景観法、府中市景観条例

土地利用調整審査会運営事業、開発誘導事業

市民・事業者

景観計画、景観ガイドラインの見直し、検討
景観まちづくり学習の実施
けやき並木景観形成方針の検討
景観賞の実施

平成２０年に景観法に基づく景観行政団体となり、景観条例、景観計画により良好な景観形成を推進する。

市民が愛着を持つ魅力ある緑豊かな景観形成を実現する。

H29年度実績（Do） H29年度評価（Check） B　現状のまま継続

景観計画の見直し検討
府中市土地利用景観調整審査会の開催（景観）
けやきフェスタで景観啓発、出前講座（景観まちづくり）
景観賞につながるけやき並木のライトアップ事業に協力

事業者と協議、指導を行い、良好な景観形成を誘導するとともに、市民が
愛着を持つような景観計画の改定準備を進めた。

□ □ □ H29年度評価に基づく見直し（Action）

H30年度の方向性（Plan）H30年度の具体的な取組（Plan）

事業者と協議、指導を行い、良好な景観形成を誘導するとともに、市民が
愛着を持つような景観計画の改定を目指す。

景観計画の見直し検討
府中市土地利用景観調整審査会の開催（景観）
けやきフェスタで景観啓発、出前講座（景観まちづくり）
景観賞につながるけやき並木のライトアップ事業に協力

H30年度実績（Do） H30年度評価（Check） B　現状のまま継続

景観計画の見直し検討
府中市土地利用景観調整審査会の開催（景観）
けやきフェスタで景観啓発、出前講座（景観まちづくり）
景観賞につながるけやき並木のライトアップ事業に協力

事業者と協議、指導を行い、良好な景観形成を誘導するとともに、市民が
愛着を持つような景観計画の改定準備を進めた。

□ □ □ H30年度評価に基づく見直し（Action）

H31年度の方向性（Plan）H31年度の具体的な取組（Plan）

事業者と協議、指導を行い、良好な景観形成を誘導する。また、景観計画
の評価・検証を実施し、市民が愛着を持つ計画を目指し、改定作業を進め
る。

景観計画の改定に向けてPDCAサイクルに基づき評価・検証
府中市土地利用景観調整審査会の開催（景観）
８月に開催されるけやきフェスタで景観啓発（アンケートの実施）
出前講座（景観まちづくり）

令和 2年度における事業の位置付け

A　重点化・拡大して継続

B　現状のまま継続 1　大幅な見直しは必要ない

2　見直しには法令等の改正が必須

3　見直しの必要性はあるが時期尚早

4　現状では見直しが不可能

C　見直して継続 1　見直し・縮小

2　他事業との整理・統合

D　休止・廃止等 1　休止

2　廃止

3　完了

A

引き続き、景観計画の改定に向けて、良好な景観形成を誘導
していく。
今後、サイン計画も含め検討していく。



（事業費）

（人件費）

（間接経費）

今後の課題・展開（未達成の課題・具体的な方策等）

５　これまでの取組及び今後の展開

これまでの主な取組と成果

総 コ ス ト

間 接 経 費

嘱 託 員 人 件 費

嘱 託 員 数

職 員 人 件 費

職 員 数

執 行 率

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

決 算 額

一 般 財 源

そ の 他

市 債

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

当 初 予 算 額

予 算 現 額

４　事業費・人件費等の推移   　　　　　　　　　　　　　　　　　　                           　　　　  （単位：円、人）

※　当初値：指標設定当初の計画値、補正値：現時点での適正な計画値（当初値から補正した値）

現　状　分　析 3 2 1

実　績

補正値

計
画
値

当初値

実　績

補正値

計
画
値

当初値

３　指標実績の推移・現状分析

指標名
基準値

（単位）

事業推移 目標値・
目標年度

指標の分析

景観施策推進事業

- 2 -

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

①
まちなみや景観がよく保全
されていると感じる市民の
割合

58.8

％

55.1 58.4 61.7 65 65

- - - - 令和 3年度

48.4 - - - -

② 開発事業等における景観協
定累計面積

23.2

ha

27 28 29 30 30

- - - - 令和 3年度

25.8 - - - -

景観協定累計面積については、近
年横ばいとなっているので、新た
に締結できるよう努めていきたい
。今後は、まちなみや景観がよく
保全されていると感じる市民の割
合が増加するよう、他の施策と連
携した更なるＰＲを行う必要があ
る。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

府中市景観条例の改正により、平成２０年度から府中市景観計画に沿った良好な景観の誘導が可能となった。景観要素ごとのガイドラインの策定を
進め、景観協定の認可を行った。
また、景観啓発のためのイベントや府中カレッジ出前講座で景観まちづくり学習を行った。

引き続き、景観計画や景観要素ごとのガイドラインの見直し、運用の検討をする。
また、景観啓発を行っていく。

① 国や都、民間ではなく、市が主体的に実施するべき事業である。

実施しなければならない 実施するべきである 実施する必要性は低い 2

市が府中市景観計画に基づき、地域の特性を踏まえた良好な景観形成の推
進を図る必要がある。

② 実施に当たって民間活力等を活用する余地がある事業である。 余地がない 余地がある 多くの余地がある 2

③ 類以事業はなく、統合など再構築した中では実施できない。 実施不可能である 検討の余地がある 実施可能である 3

④ 事業実施の成果を何かしらの形で把握している。 把握している 把握不可能である 把握していない 3

⑤ 受益者に対して求めている負担は適正である。 適正である 見直しの余地がある 適正ではない 2

⑥ 多摩地域の他市と比較して充実している事業である。 他市より充実している 他市と同程度 他市の方が充実している 2

1,917,000 87,793,000 5,190,000 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 40,741,000 2,700,000 0 0 0

1,917,000 47,052,000 2,490,000 0 0 0

11,563,000 87,793,000 0 0 0 0

11,559,723 77,359,367 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

2,630,000 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

4,535,000 21,551,000 0 0 0 0

4,394,723 55,808,367 0 0 0 0

100.0% 88.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1.11 0.86

8,508,876 6,723,036

0 0

0 0

109,558 116,298

20,178,157 84,198,701 0 0 0 0



予算事業名
当初予算額当初予算額 決算額

会計 款 項 目
事　業
コード

６　構成事業一覧 （単位：円）

景観施策推進事業

- 3 -

H30年度 H31年度H30年度 H31年度

1 01 40 15 05 1065300 多磨駅・府中駅等公共サイン整備事業費　設計委託料 7,560,000 7,560,000

2 01 40 15 05 1065400 多磨駅・府中駅等公共サイン整備事業費　建設工事費 78,450,000 68,168,520

3 01 40 15 05 1066000 景観事業費 1,783,000 1,630,847 5,190,000

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

合 計 87,793,000 77,359,367 5,190,000


